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1本平|1戦争末期に中申なら強

制運行され、過酷な労働に従事

させられた人たちを追悼する集

いが10月 、安芸太圏町の安野発

電所で開かれたも当時、360人の中国人が

トンネルエ事などに従事させられ、広島市

内で被爆死した人もいた。九労働者の遺族

も参列し、苦難をしのんだも【武市智菜実】

賤
竃
懸菫
瞼
鯰
兆
疸
隕
⑬
閾
悼
の
難
碧

太
田
川
水
系
に
あ
る
安

野
発
電
所
は
戦
時
中
、
軍

都
広
島
の
電
力
を
賄
う
た

め
に
建
設
さ
れ
、
現
在
も

稼
働
す
る
。
１
９
４
４
年
一

蔓
い
中
国
人
３
６
０
人
が

強
制
連
行
さ
れ
、
工
事
を

担

っ
た
西
松
組

（現
在
の

西
松
建
設
）
の
下
で
、
長

さ
約
３
♂
（讐

一水
ト
ン
ネ

ル
撥
グ
な
ど，に
符
雲
一さ
ｔ
「

ら
れ
た
や
そ
‐のう
ち
■７
人

ぼ
慮
島
市
内
■
被
賊
し
、

５
人
が
被
爆
死
し
た
。
戦

後
、
帰
国
す
る
ま
で
に
被

爆
死
を
含
め
て
計
２９
人
が

亡
く
な
つ
た
。
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元
労
働
者
が
西
松
建
設

側
に
賠
償
を
求
め
た
訴
訟

は
最
高
裁

で
敗
訴
し
た

が
、
２
０
０
９
年
に
和
解

が
成
立
。

１
‐
０
年
に
は
、
強

制
連
行
さ
れ
た
８
６
０
人

の
名
前
を
刻
ん
だ

一中
国

人
受
難
之
碑
一
が
安
野
発

電
所
に
設
立
さ
れ
、
邁
悼

集
会
が
開
か
れ
て
き
た
。

今
年
は
、
市
民
グ
ル
ー

プ

一広
島
安
野

・
中
国
人

被
害
者
を
追
悼
し
歴
史
事

実
を
継
承
す
る
会
」
０
昭

き
で
、
元
労
働
者
の
子
瑞

雪
さ
ん

（１
９
２
５
～
％

年
）
の
遺
族
が
来
日
し
た
。

１
９
４
５
年
８
月
６
日
ヽ

子
さ
ん
は
爆
心
地
か
ら
約

２
計
に
あ
る
広
島
刑
務
所

に
入
れ
ら
れ
て
い
て
被
爆
一

し
た
。

・

「継
承
す
る
会
」
に
よ

る
と
ヽ
生
前
の
子
さ
ん
は

「冬
に
な
る
と
い
セ
メ
ン

ト
袋
で
足
を
包
ん
で
挙
で

縛
っ
て
働
き
ま
し
た
。
雪

が
膝
の
下
ま
で
積
も
‥りや

足
が
懐
傷
に
な
っ
て
サ
ツ

マ
イ
モ
の
よ
う
に
な
・
‐‐
り
ま

し
た
。
ど
う
し
て
生
き
て

こ
れ
た
の
か
、
不
思
議
で

す
」
と
証
言
し
て
い
た
。

さ
ら
に

・ヽ
鷺
鷺
蒔
一の
状

況
に
つ
い
て

「後
頭
部
を

衝
撃
波
で
打
た
れ
、
飛
ん

で
き
た
ガ
ラ
ス
片
が
右
耳

な
ど
に
刺
さ
っ
た
」
と
話

し
た
と
い
う
。
手
さ
ん
は

帰
国
後
、
胃
潰
瘍
や
心
臓

摘
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

を
患
つ
た
。
晩
年
は
寝
た

き
り
の
生
活
を
続
け
、
被

爆
者
健
康
手
帳
を
取
得
で

き
な
い
ま
ま
亡
く
な

っ

た
。
―

子
さ
ん
の
三
女
、
子
南

秀
さ
ん
（槌
一
、
四
女
、
栄

審

さ
ん

（舵
）
が
追
悼
集

会
に
参
加
し
た
。
栄
春
さ

ん
は

「体
験
を
涙
な
が
ら
　
一

に
話
し
て
く
れ
た
父
の
顔

一

が
思
い
浮
か
び
、
心
身
と

も
に
深
い
被
書
を
受
け
た

の
だ
と
実
感
し
た
。
世
界

か
ら
戦
争
を
な
く
し
、
歴

史
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
で

は
し
い
」
と
語

っ
た
。

栄
春
さ
ん
ら
は
今
回
の

来
日
中
、
日
立
広
島
原
爆

死
没
者
追
悼
平
租
祈
念
館

．

ｒ籠一籍
雛
蝙

和 祈念館提 供

安
野
発
電
所
に
強
制
連
行
さ
れ
た
中
国
人
労
働
者

を
追
悼
す
る
集
い
で
記
念
撮
影
す
る
参
加
者
ら

――
掛
ず
れ
も
安
芸
太
購
町
で
Ю
月
Ю
日

（広
島
市
申
区
）
に
選
影

を
登
録
し
た
。

「継
承
す

る
会
」
の
事
務
局
長
、
川

原
洋
子
さ
ん
（私
）
は

一中

国
は
原
爆
に
明
す
る
医
療

や
情
報
が
乏
し
く
、
自
分

の
病
気
が
原
爆
に
関
連
し

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

ま
ま
亡
く
な
る
人
が

多

い
。
強
制
連
行
さ
れ
て
被

爆
し
た
こ
と
を
歴
史
に
残

す
こ
と
が
重
要
だ
」
と
指

摘
す
る
。

「被
爆
し
た
子
さ
ん
の
苦

し
み
は
娘
さ
ん
た
ち
に
も

引
き
継
が
れ
て
い
た
と
感

じ
た
。
強
制
達
行
と
原
爆

に
よ
る
多
重
の
被
害
を
あ

り
の
ま
ま
に
伝
え
る
の
が

人
事
だ
と
思

っ
た
」
と
話

し
た
。
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